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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第166期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第165期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 4,768,281 19,812,010

経常利益 (千円) 254,674 1,476,369

四半期(当期)純利益 (千円) 67,302 795,051

純資産額 (千円) 8,784,647 8,874,167

総資産額 (千円) 14,701,619 14,968,235

１株当たり純資産額 (円) 759.47 766.31

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 5.84 71.91

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 59.6 59.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 751,542 1,194,660

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △532,547 △1,105,388

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △137,733 △377,674

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,555,276 1,522,826

従業員数 (名) 469 473

(注) １　売上高には消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

 

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 469（208）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（パートタイマー及び短期の受入出向社員）の当第１四半期連結

会計期間の平均雇用人員であります。

 

 

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 327（184）

(注) １　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）

であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（パートタイマー及び短期の受入出向社員）の当第１四半期会計

期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を製品別に示すと、次のとおりであります。
 

製品別 生産高(千円)

精密鍛造品 3,147,543

ねじ類 1,654,083

航空機部品 56,434

合計 4,858,060

(注) １　金額は、受注価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を製品別に示すと、次のとおりであります。
 

製品別 受注高(千円) 受注残高(千円)

精密鍛造品 3,062,252 925,364

ねじ類 1,663,965 837,920

航空機部品 50,103 121,703

合計 4,776,3201,884,987

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を製品別に示すと、次のとおりであります。
 

製品別 販売高(千円)

精密鍛造品 3,040,359

ねじ類 1,660,511

航空機部品 67,410

合計 4,768,281

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

 

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

アイシン・エーアイ株式会社 1,406,51129.5

トヨタ自動車株式会社 751,565 15.8

マツダ株式会社 710,377 14.9

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

 

(1)　業績の概況

当第1四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油をはじめとした原材料価格の高騰や金融

不安に端を発した米国経済の減速による影響を受け、企業収益が減少したことにより、設備投資や

個人消費が鈍化するなど、景気は更に不透明感が増してまいりました。

このような経済情勢の中で、当社の主要な取引先であります自動車業界の国内生産台数は堅調

に推移しました。

こうした状況のもと当社グループは、お客様に信頼いただくため競争力の高い高品質の製品づ

くりと販売強化に努めると共に、原材料価格等の高騰による調達コストの増加を、ロスコスト低減

・物流改善等による生産効率の向上を図ってまいりました。

この結果、当第1四半期連結会計期間の売上高は4,768百万円となりました。

製品別の売上につきましては、精密鍛造品　3,040百万円、ねじ類　1,660百万円、航空機部品　67百

万円となりました。

利益につきましては製造原価の抑制に努めましたが、営業利益は230百万円、経常利益は254百万

円、四半期純利益は67百万円となりました。

 

当第1四半期の総資産は、前連結会計年度末と比較して266百万円減少し、14,701百万円となりま
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した。その主な原因は、売掛金、未収入金等流動資産が減少したことによります。

負債は、前連結会計年度末と比較して177百万円減少し、5,916百万円となりました。これは税金

の支払により、未払法人税等が減少したことによります。

純資産については、円高による為替換算調整勘定△104百万円などにより89百万円減少し8,784

百万円となりました。

 

(2)　キャッシュフローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結

会計年度末に比べ32百万円増加し、1,555百万円となりました。

営業活動で得られた資金は税金等調整前四半期純利益241百万円、減価償却費183百万円、売上債

権をはじめ資産が減少したことにより、751百万円となりました。

投資活動に使用した資金は532百万円となりました。これは主に生産設備の増強のため設備投資

によるものであります。

財務活動により使用した資金は137百万円となりました。これは、借入金の返済及び配当金の支

払いによるものであります。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はあり

ません。

 

(4)　研究開発活動

当第1四半期連結会計期間における研究開発費の金額は732千円であります。

なお、当第1四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第1四半期連結会計期間において、主要な設備に異動はありません。

 

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却

等について重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第1四半期連結会計期間内において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありま

せん。

 

 

EDINET提出書類

尾張精機株式会社(E01290)

四半期報告書

 7/24



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,052,000

計 28,052,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,659,50011,659,500
名古屋証券取引所
市場第二部

―

計 11,659,50011,659,500― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年6月30日 ― 11,659 ― 1,093,978 ― 757,360

 

(5) 【大株主の状況】

当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　 126,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　11,287,000 11,287 ―

単元未満株式 普通株式　　 246,500 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 11,659,500― ―

総株主の議決権 ― 11,287 ―

(注)　１　「完全議決権株式（自己株式等）」本欄は全て当社保有の自己株式であります。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式673株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
尾張精機株式会社

名古屋市東区矢田三丁目
16番85号

126,000― 126,000 1.08

計 ― 126,000― 126,000 1.08

 

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

最高(円) 316 363 335

最低(円) 290 301 320

(注)　最高・最低株価は、名古屋証券取引所（市場第二部）によるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年

４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人コスモスにより

四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第165期連結会計年度　　　　　　監査法人トーマツ

第166期第１四半期連結累計期間　監査法人コスモス
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,282,843 2,201,601

受取手形及び売掛金 3,741,953 3,874,819

製品 537,342 534,239

商品 96,403 143,324

原材料 354,383 351,304

仕掛品 457,837 464,139

貯蔵品 338,078 339,422

繰延税金資産 292,672 275,976

その他 210,429 655,316

貸倒引当金 △82 △61

流動資産合計 8,311,860 8,840,082

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,461,596 1,491,033

機械装置及び運搬具（純額） 2,580,731 2,393,594

土地 700,335 715,951

その他（純額） 89,724 78,235

有形固定資産合計 ※１
 4,832,388

※１
 4,678,814

無形固定資産 2,627 2,627

投資その他の資産

投資有価証券 915,480 834,419

繰延税金資産 25,474 25,913

前払年金費用 391,186 364,379

その他 225,401 224,797

貸倒引当金 △2,800 △2,800

投資その他の資産合計 1,554,743 1,446,710

固定資産合計 6,389,758 6,128,152

資産合計 14,701,619 14,968,235
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,431,448 3,334,464

短期借入金 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 345,300 378,600

未払費用 526,195 555,856

未払法人税等 239,801 520,716

未払消費税等 59,155 73,031

賞与引当金 429,009 282,800

役員賞与引当金 － 700

製品保証引当金 119,000 119,000

設備関係支払手形 21,782 97,586

その他 126,743 64,387

流動負債合計 5,398,435 5,527,142

固定負債

長期借入金 253,750 315,000

繰延税金負債 174,281 116,297

退職給付引当金 35,408 50,142

役員退職慰労引当金 55,095 85,485

固定負債合計 518,535 566,925

負債合計 5,916,971 6,094,067

純資産の部

株主資本

資本金 1,093,978 1,093,978

資本剰余金 757,360 757,360

利益剰余金 6,751,654 6,742,053

自己株式 △53,209 △52,973

株主資本合計 8,549,784 8,540,419

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 312,385 264,200

為替換算調整勘定 △104,014 33,086

評価・換算差額等合計 208,370 297,286

少数株主持分 26,493 36,461

純資産合計 8,784,647 8,874,167

負債純資産合計 14,701,619 14,968,235
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(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】
　　

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 4,768,281

売上原価 4,182,591

売上総利益 585,689

販売費及び一般管理費

販売費 ※
 203,850

一般管理費 ※
 151,442

販売費及び一般管理費合計 355,293

営業利益 230,396

営業外収益

受取利息 11,475

受取配当金 8,023

為替差益 7,244

その他 2,344

営業外収益合計 29,088

営業外費用

支払利息 2,036

その他 2,773

営業外費用合計 4,810

経常利益 254,674

特別利益

固定資産売却益 42

特別利益合計 42

特別損失

固定資産売却損 4,937

固定資産除却損 580

減損損失 8,192

特別損失合計 13,709

税金等調整前四半期純利益 241,007

法人税、住民税及び事業税 169,062

法人税等調整額 8,103

法人税等合計 177,166

少数株主損失（△） △3,461

四半期純利益 67,302
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 241,007

減価償却費 183,273

減損損失 8,192

貸倒引当金の増減額（△は減少） 21

賞与引当金の増減額（△は減少） 146,209

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △700

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,733

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △30,390

受取利息及び受取配当金 △19,499

支払利息 2,036

為替差損益（△は益） 31,537

有形固定資産売却損益（△は益） △42

有形固定資産除売却損益（△は益） 5,517

売上債権の増減額（△は増加） 112,625

たな卸資産の増減額（△は増加） 13,985

仕入債務の増減額（△は減少） 104,441

未払消費税等の増減額（△は減少） △13,875

前払年金費用の増減額（△は増加） △26,806

その他の資産の増減額（△は増加） 448,956

その他の負債の増減額（△は減少） △17,814

小計 1,173,940

利息及び配当金の受取額 19,499

利息の支払額 △2,036

法人税等の支払額 △439,851

営業活動によるキャッシュ・フロー 751,551

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △220,094

定期預金の払戻による収入 171,302

有形固定資産の取得による支出 △470,353

有形固定資産の売却による収入 1,077

貸付けによる支出 △2,000

貸付金の回収による収入 1,706

その他の支出 △19,060

その他の収入 4,865

投資活動によるキャッシュ・フロー △532,556

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △94,550

自己株式の売却による収入 84

自己株式の取得による支出 △357

配当金の支払額 △42,910

財務活動によるキャッシュ・フロー △137,733

現金及び現金同等物に係る換算差額 △48,810

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,450

現金及び現金同等物の期首残高 1,522,826

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,555,276
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

 

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

　会計処理の原則及び手続の変更

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）を当

第１四半期連結会計期間から適用し、棚卸資産の評価基準については、

売価還元原価法から売価還元原価法（収益性が低下した場合は正味売

却価額まで簿価を切り下げる方法）に変更しております。なお、これに

よる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微

であります。

 

 

 

【簡便な会計処理】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

　法人税等の算定方法

提出会社におきましては、法人税等の納付税額の算定に関しては、加

味するか減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。

 

 

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

　税金費用の計算

連結子会社につきましては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果適用後の実行税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積り実行税率を乗じて計算しております。
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【追加情報】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社の機械装置については、従来耐用年数を4～13年としておりました

が、当第1四半期連結会計期間より、税制改正を契機とし見直しを行った

結果4～10年に変更しました。

これにより営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それ

ぞれ18,712千円減少しております。

 

 

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

項目
当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)
前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償

却累計額

 

15,411,193千円

 

15,382,170千円

２　債務保証

　　借入債務

合克薩斯精工（嘉興）
有限公司

 

 

119,332千円

 

 

118,086千円

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

 

項目
当第1四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の
うち主要な費目及び金額

 

(1) 販売費

給与・賞与手当

賞与引当金繰入額

退職給付費用

荷造運賃

減価償却費

 

60,474千円

19,200千円

2,174千円

70,251千円

3,088千円

(2) 一般管理費

役員報酬

給与・賞与手当

賞与引当金繰入額

役員退職引当金

繰入額

退職給付費用

事務費

減価償却費

 

29,075千円

38,294千円

11,599千円

3,421千円

1,311千円

16,658千円

2,178千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係

 期末残高（千円）
左記のうち現金及び

現金同等物（千円）

現金及び預金残高（注） 2,282,8431,555,276

短期借入金勘定 △445,300 ―

現金及び現金同等物の

期末残高
　　　　 1,555,276

　
（注） 現金及び預金残高の期末残高と現金及び現金同等物の差額は、

預入期間が３か月を超える定期預金によるものであります。
 

 

 

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,659,500

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 127,532

 

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27
日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 57,664 5平成20年３月31日平成20年６月30日

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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５　株主資本の著しい変動に関する事項

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前期末残高（千円） 1,093,978757,3606,742,053△52,9738,540,419

当第1四半期までの変動額      

剰余金の配当（千円）   △57,664  △57,664

四半期純利益（千円）   67,302  67,302

自己株式の取得（千円）    △357 △357

自己株式の処分（千円）   △37 122 84

当第1四半期末までの変動額合計(千円)   9,600 △235 9,365

当第1四半期末残高（千円） 1,093,978757,3606,751,654△53,2098,549,784

 

 

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理

を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ

て著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。

 

 

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 

自動車等の輸送機器部品に係る売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益

の金額の合計に占める割合がいずれも90％を超えているため記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が90％を超えているため、記載を省略しておりま

す。

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

  

 759.47円

  

 766.31円

 

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 5.84円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―　円

(注)１　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

 

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 67,302

普通株式に係る四半期純利益(千円) 67,302

普通株式に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,532
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(重要な後発事象)

当社は平成20年７月25日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替

えて適用される同法第156条第１項の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な

取得方法について決議しました。

(1)　自己株式取得に関する取締役会の決議内容

①　取得する株式の種類

当社普通株式

②　取得する株式の総数

150,000株（上限）

③　株式の取得価額の総額

60百万円（上限）

④　取得する期間

平成20年８月１日から平成21年２月28日まで

 

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成20年８月７日

尾張精機株式会社

取締役会  御中

監査法人　コ ス モ ス
 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　　　新開　智之　　　　㊞

   

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　　　富田　昌樹　　　　㊞

   

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げ

られている尾張精機株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度

の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表

明することにある。

当監査法人は、 我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事

項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続に

より行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、尾張精機株式

会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四

半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

（１）追加情報に記載されているとおり、会社は当第１四半期連結会計期間より機械装置に

ついて耐用年数の変更を行った。

（２）重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成20年７月25日に自己株式取得の

取締役会決議をした。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。

以上
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※１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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